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３月７日～２４日、平成１８年第１回議会定例会を開き、 

人事１、条例の制定4、条例改正21、工事請負契約1、17年度補正予算7、 

18年度予算7、第１次総合計画基本構想など52議案を審議・決定しました。 

その他、国に対する意見書1件を採択しました。 

 

意
見
書
を
採
択 

国
に
対
す
る 

●3月議会開かれる● 

3月議会開かれる 

 

　
「
進
行
性
化
骨
筋
炎
」
の
難
病

　
　
指
定
を
求
め
る
意
見
書
　 

　
「
進
行
性
化
骨
筋
炎
」
は
、「
進
行
性
化
骨
性

線
維
異
形
成
症
」
と
も
呼
ば
れ
、身
体
の
筋
肉

等
が
骨
に
変
化
し
、そ
の
骨
が
身
体
の
関
節
を

固
め
、あ
ら
ゆ
る
部
分
の
動
き
の
自
由
が
奪
わ

れ
る
ほ
か
、身
体
の
変
化
に
伴
い
、呼
吸
器
官
や

内
臓
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
病
気
で
あ
る
。 

　
こ
の
病
気
は
、約
２
０
０
万
人
に
１
人
の
割
合

で
発
病
し
て
い
る
が
、未
だ
原
因
が
解
明
さ
れ

て
お
ら
ず
、難
病
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

治
療
方
法
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
う
え
、医
療
費
支
援
等
を
受
け
ら
れ
ず
、

患
者
や
家
族
に
と
っ
て
は
、精
神
的
、経
済
的
に

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、国
に
お
か
れ
て
は
、「
進
行
性
化
骨

筋
炎
」
を
難
病
に
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、早

期
に
治
療
方
法
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、患

者
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
を
行
う
よ
う
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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鍔
本
　
規
之
議 

員

10議員が一般質問に立つ 3月定例議会 

一
　
般
　
質
　
問 

村
瀬
　
明
義
　 

「
富
有
柿
の
里
」
と
道
の
駅
「
富

有
柿
の
里
・
い
と
ぬ
き
」
に
つ

い
て
、
利
用
目
的
と
運
営
状
況

は
、
今
後
廃
止
及
び
一
時
閉
鎖

の
考
え
は

現
時
点
で
は
、
そ
の
考
え
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
内
藤
・
市
長

　
「
富
有
柿
の
里
」
に
つ
い
て
は
、 

地
域
の
農
業
者
の
よ
り
ど
こ
ろ
、

都
市
住
民
と
の
交
流
の
場
及
び
、

市
民
の
諸
活
動
の
拠
点
施
設
と
し

て
活
用
す
る
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
経
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年

度
に
お
い
て
、
総
額
６
３
８
８
万

３
千
円
。
18
年
度
に
お
い
て
、
職

員
の
削
減
等
に
よ
り
、
４
５
７
０

万
５
千
円
と
な
る
計
画
で
す
。 

　
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
「
道
路

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
施
設

の
利
用
促
進
を
図
り
、
安
全
で
快

適
な
道
路
交
通
環
境
の
形
成
並
び

に
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
市
が
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
16
年
度
は
、
６２
万

７
千
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。 

　
両
施
設
と
も
目
的
に
た
い
し
、

一
定
の
設
置
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
現
時
点
で
廃
止
ま
た
は
、

一
時
閉
鎖
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

 

担
い
手（
認
定
農
業
者
）の
育
成
は

　
今
年
度
は
担
い
手
へ
の
農
地
集

約
の
事
業
へ
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
課
題
の
一
つ
で
あ

る
担
い
手
の
育
成
を
、
ど
の
よ
う

に
す
す
め
て
い
ま
す
か
。
　 

施
設
整
備
、資
材
購
入
等
経
済
的

支
援
を
柱
と
し
た
育
成
事
業

服
部
・
産
業
建
設
部
長

　
水
田
農
業
は
、
土
地
利
用
の
面

で
効
率
化
を
図
る
必
要
性
に
迫
ら

れ
ま
す
。
農
業
団
体
が
平
成
18
年

耕
作
分
か
ら
実
施
す
る
、｢

農
地
保

有
合
理
化
事
業｣

に
よ
る
利
用
調
整

を
推
進
す
る
こ
と
が
、
水
田
農
業

の
担
い
手
に
た
い
し
て
効
果
的
な

施
策
で
あ
り
、
育
成
に
つ
な
が
り

ま
す
。 

農
業
排
水
路
の
管
理
・
清
掃
の
考
え
は

　
農
業
排
水
路
の
管
理
、
清
掃
を

す
る
の
は
個
人
で
は
困
難
な
状
況

で
す
。 

　
19
年
度
か
ら
経
営
所
得
安
定
対

策
等
大
綱
に
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
が
あ
り
ま
す
が
将
来

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。 

地
域
ぐ
る
み
の
共
同
活
動
を
支
援

服
部
・
産
業
建
設
部
長

　
受
益
者
及
び
自
治
会
で
、
田
植

え
前
に
用
排
水
路
の
維
持
管
理
と

し
て
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
は
こ
の
活
動
に
た
い
し
て｢

地
域

環
境
活
動
交
付
金｣

を
助
成
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
農
地
・
水
・
環
境

の
良
好
な
保
全
と
質
向
上
を
は
か

る
た
め
、｢

農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
（
仮
称
）｣
を
19
年
度
か

ら
実
施
し
ま
す
。 

富有柿の里  
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●一般質問● 

舩
渡
　
洋
子
議 

員

「
自
動
体
外
式
除
細
動
器
」

(
Ａ
Ｅ
Ｄ)

の
設
置
を
　 

　
全
国
各
地
の
公
共
施
設
や
空
港
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。
本
市
と

し
て
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
早
期
設
置
を
。 

　
ま
た
設
置
の
場
合
、
事
前
に
職

員
及
び
市
民
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い
講
習
を
。 

６
月
の
補
正
予
算
で
８
基
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
・
市
長 

　
突
然
死
の
死
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、

心
臓
疾
患
で
あ
り
、
心
臓
へ
の
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
除
細
動
が

で
き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
、
早
期

に
治
療
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

各
庁
舎
、
学
校
及
び
多
く
の
人
が

集
ま
る
公
共
施
設
に
設
置
し
ま
す
。 

保
護
者
の
携
帯
に
、
防
犯
情

報
の
配
信
を

　
児
童
の
安
全
対
策
と
し
て
「
学

校
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
」
の
推
進

を
提
案
し
ま
す
。 

　
国
の
予
算
は
、
前
年
度
の
２
・

５
倍
の
予
算
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
危
機
管
理
か
ら
入
る
事
件
、

災
害
の
発
生
情
報
や
学
校
の
様
々

な
連
絡
を
迅
速
か
つ
漏
れ
の
な
い

メ
ー
ル
配
信
で
行
う
こ
と
は
、
注

意
喚
起
を
促
し
安
全
性
を
高
め
る

た
め
大
変
有
効
で
す
。 

各
小
中
学
校
の
情
報
機
器
の
整
備
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
状
況
の

統
一
化
を
図
る
こ
と
が
第
一

高
橋
・
教
育
長

人
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
導
入
を

　
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
自
分
を

守
れ
る
よ
う
に
自
ら
持
っ
て
い
る

力
を
引
き
出
す
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
子

ど
も
へ
の
暴
力
防
止
）
の
導
入
を
。 

教
師
や
保
護
者
、
子
ど
も
た

ち
の
自
己
防
衛
能
力
を
育
て

る
一
つ
の
良
い
方
法
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

高
橋
・
教
育
長

 

 

Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
取
得
を
　

　
森
林
の
荒
廃
防
止
と
林
業
再
生

の
起
爆
剤
と
し
て
、
世
界
的
な
森

林
認
証
機
関
で
あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
認

証
取
得
を
目
指
し
、
市
内
全
域
に

制
度
普
及
を
図
っ
て
は
ど
う
で
す

か
。 

基
準
に
適
合
す
る
か
を
研
究

　
　
藤
原
・
林
政
部
長

　
森
林
管
理
の
た
め
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
10

原
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
制
約

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
基
準
に
適
合

す
る
か
ど
う
か
を
研
究
し
て
い
き

ま
す
。 

 

公
正
・
公
平
な
勤
務
評
価
を

　
勤
務
成
績
に
基
づ
く
昇
給
制
度

の
導
入
は
職
場
の
活
性
化
の
た
め

有
効
な
制
度
で
す
が
、
そ
の
反
面
、 

人
間
関
係
の
悪
化
や
若
い
職
員
の

積
極
性
が
、
失
わ
れ
る
事
な
ど
が

危
惧
さ
れ
ま
す
。
公
平
で
正
し
い

評
価
に
よ
っ
て
、
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
上
司
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

部
下
が
上
司
を
、
ま
た
、
異
な
っ

た
課
が
互
い
に
評
価
し
合
う
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
は
。 

新
た
な
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム

を
構
築

高
木
・
助
役

　
今
後
、
国
及
び
県
の
制
度
を
参

考
に
新
た
な
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
人
材
の
育
成
を
目
的

に
お
い
た
能
力
評
価
・
実
績
評
価

へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

     

  

黒
田
　
芳
弘
議 

員
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浅
野
　
英
彦
議 

員

防
犯
及
び
交
通
渋
滞
の
対
策
は

　
モ
レ
ラ
岐
阜
オ
ー
プ
ン
に
と
も

な
い
周
辺
住
民
が
安
心
し
て
住
め

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
警
察

の
派
出
所
の
設
置
ま
た
は
出
先
を

設
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
か
。

幹
線
道
路
の
交
通
渋
滞
を
瑞
穂
市
、

岐
阜
市
内
あ
た
り
か
ら
迂
回
路
の

掲
示
ま
た
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
ド

ラ
イ
バ
ー
に
知
ら
せ
て
は
。
緊
急

車
両
、
消
防
車
、
救
急
車
の
移
動

を
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か
。 

北
方
署
と
連
携
し
て

内
藤
・
市
長

　
北
方
警
察
署
な
ど
に
た
い
し
て

周
辺
に
派
出
所
の
設
置
を
要
望
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
瑞
穂
・
本
巣
・

北
方
地
区
防
犯
協
会
と
連
携
し
、

車
上
狙
い
な
ど
街
頭
犯
罪
の
防
止

に
努
め
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
」
の
確
保
を
図
り

ま
す
。 

　
渋
滞
緩
和
に
つ
い
て
は
案
内
看

板
、
主
要
道
路
へ
の
誘
導
員
設
置

な
ど
で
、
来
場
者
を
分
散
さ
せ
る

よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
モ
レ
ラ
に
た
い
し
て
は
、施
設
内
の

警
察
官
の
立
ち
寄
り
所
の
設
置
や

警
備
員
の
巡
回
の
強
化
を
要
請
し
て

い
ま
す
。 

　
市
は
毎
週
２
回
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。 

　
北
方
署
は
違
法
駐
車
対
策
を
は

じ
め
、サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
交
差
点
以
北
の

信
号
機
を
系
統
式
信
号
機
に
変
更

し
た
り
、施
設
出
入
り
口
付
近
に
自

動
管
制
制
御
信
号
機
を
設
置
す
る

な
ど
の
渋
滞
緩
和
対
策
も
講
じ
て
い

ま
す
。 

 

一
　
般
　
質
　
問 

本
巣
消
防
事
務
組
合
の
平
成

２０
年
度
以
降
の
運
営
は

1
職
員
数
が
16
人
削
減
さ
れ
ま
す

　
が
、
職
務
、
職
責
は
守
ら
れ
ま

　
す
か
。
ま
た
、
職
員
の
過
就
労

　
と
は
な
り
ま
せ
ん
か
。 

2
北
方
町
と
の
、
20
年
度
以
降
の

　
運
営
に
関
す
る
検
討
委
員
会
の

　
予
定
は
。 

3
本
巣
市
の
負
担
金
の
分
賦
率
は

　
北
方
町
の
倍
近
く
に
な
り
ま
す
。

　
市
長
が
組
合
管
理
者
に
就
く
べ

　
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。 

 

「
新
体
制
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
協
議

内
藤
・
市
長

1
現
在
実
施
し
て
い
る
各
署
の
管

　
轄
エ
リ
ア
を
廃
止
し
、
全
体
を

　
一
つ
の
エ
リ
ア
と
し
た
災
害
出

　
動
体
制
と
し
ま
す
。
人
員
、
消

　
防
車
輌
等
の
弾
力
的
な
運
用
が

　
可
能
と
な
り
効
率
的
か
つ
有
効

　
な
災
害
出
動
体
制
が
確
保
で
き

　
過
就
労
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

2 

今
後
は
「
新
体
制
検
討
委
員
会
」

　
を
設
置
し
本
巣
消
防
事
務
組
合

　
を
含
め
た
三
者
で
協
議
し
て
い

　
き
ま
す
。 

3
「
消
防
広
域
化
推
進
計
画
」
が

　
作
成
さ
れ
平
成
20
年
度
か
ら
平

　
成
24
年
度
ま
で
に
広
域
化
が
進

　
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
平
成
20
年

　
度
か
ら
の
新
体
制
に
つ
い
て
は

　
北
方
町
と
よ
く
協
議
し
て
い
き

　
ま
す
。 

  

 

　
橋
　
勝
美
議 

員

モレラ岐阜 
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●一般質問● 

鵜
飼
　
静
雄
議 

員

障
が
い
者
の
負
担
増
加

独
自
の
支
援
策
を 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
で
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
負
担
が
応
能
（
ほ

と
ん
ど
無
料
）
か
ら
応
益
（
１
割

負
担
）
に
変
わ
り
ま
す
。
「
お
金

が
な
い
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
な
い
」
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
、 

1
相
談
態
勢
の
確
立
を
。 

2
市
独
自
の
支
援
策
を
。 

今
後
研
究
し
ま
す

　
宇
野
・
健
康
福
祉
部
長

1
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談

　
を
受
け
ま
す
。 

2
県
・
他
市
の
動
向
、
法
の
主
旨

　
を
考
慮
し
研
究
し
ま
す
。 

 

砂
利
採
取
事
業
へ
の

指
導
の
強
化
を

　
市
の
「
指
導
要
綱
」
や
事
業
計

画
に
反
し
た
事
態
が
見
ら
れ
ま
す
。

周
辺
へ
の
影
響
も
あ
り
、
指
導
の

強
化
を
。 

県
と
も
連
携
し
な
が
ら

指
導
を
強
化
し
ま
す

服
部
・
産
業
建
設
部
長

　
２
月
に
「
砂
利
採
取
事
業
等
対

応
委
員
会
」
を
設
置
、
「
指
導
要

綱
」
の
改
正
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
監
視
体

制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。
県
も
立
入

調
査
を
月
２
回
に
増
や
し
ま
し
た
。 

　
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
県
の
「
指 

導
要
綱
」
の
指
導
・
警
告
、
措
置

命
令
等
に
よ
る
指
導
を
要
請
し
ま
す
。 

モ
レ
ラ
岐
阜
と
の
協
定
は

　
オ
ー
プ
ン
に
と
も
な
っ
て
様
々

な
問
題
を
市
民
は
心
配
し
て
い
ま

す
。
「
協
定
」
の
進
行
状
況
は
。 

オ
ー
プ
ン
ま
で
に
締
結溝

口
・
参
与

　
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
環
境
を
保

持
す
る
た
め
、
協
定
を
必
要
と
す

る
事
項
を
内
部
で
協
議
し
て
お
り
、 

オ
ー
プ
ン
ま
で
に
協
定
書
を
締
結

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 

 

財
政
計
画
は
い
つ
ま
で
　
　

　
総
合
計
画
の
、
基
本
構
想
、
基

本
計
画
が
出
来
ま
し
た
。
財
政
計

画
は
い
つ
ま
で
に
。 

今
年
度
中
に
作
成　　

高
木
・
助
役

　
国
の
三
位
一
体
改
革
が
進
行
中

で
あ
り
、
税
源
移
譲
に
た
い
し
て

平
成
18
年
度
の
税
制
改
正
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
流
動
的
な
面
が

あ
り
ま
す
が
、
総
合
計
画
の
基
本

計
画
及
び
実
施
計
画
を
踏
ま
え
て

「
新
財
政
計
画
」
を
今
年
度
中
に

策
定
し
ま
す
。
財
政
計
画
は
ロ
ー

リ
ン
グ
方
式
に
よ
り
毎
年
度
見
直

し
を
行
い
、
総
合
計
画
を
よ
り
実

行
性
の
あ
る
も
の
に
し
ま
す
。 

観
光
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
淡
墨
桜
を
中
心
と
し
た
観
光
事

業
を
産
業
の
一
つ
と
し
て
発
展
さ

せ
て
行
く
考
え
は
ど
う
で
す
か
。 

民
間
活
力
と
共
に
観
光
誘
致

す
る

服
部
・
産
業
建
設
部
長

　
Ｊ
Ａ
他
、
民
間
活
力
と
共
に
特

産
品
の
開
発
を
し
、
協
賛
企
業
が

一
体
と
な
り
全
国
レ
ベ
ル
で
観
光

誘
致
を
行
う
「
デ
ス
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
参
加
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
モ
レ
ラ

岐
阜
」
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
し
て
広
報
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
「
根
尾
谷
断
層
展
望
台
」

及
び
「
淡
墨
公
園
の
整
備
」
は
国

の
支
援
事
業
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
」
で
、
新
た
な
事
業
計

画
を
し
て
い
ま
す
。 

   

 

橋
　
秀
和
議 

員
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臼
井
　
悦
子
議 

員

道
下
　
和
茂
議 

員

市
の
森
林
施
業
推
進
計
画
は
　

1
持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
、
資

　
源
の
循
環
利
用
が
必
要
で
す
。
 

　
各
種
補
助
事
業
は
、
自
治
体
・

　
森
林
組
合
・
事
業
者
・
所
有
者

　
が
連
携
す
る
協
議
会
を
つ
く
り
、

　
整
備
推
進
す
る
考
え
は
。
 

2
間
伐
は
、
大
小
の
面
積
の
混
在

　
し
た
山
林
の
整
備
も
必
要
で
す
。
 

　
根
尾
東
西
南
・
旧
本
巣
町
を
各
々

　
の
一
つ
の
団
地
と
す
る
計
画
は
。

森
林
づ
く
り
検
討
会
を
今
年
度

よ
り
実
施
、次
年
度
に
は
組
織
化

を
目
指
す
。

藤
原
・
林
政
部
長

1
県
の
指
導
に
よ
り
、
本
巣
市
の

　
森
林
づ
く
り
に
つ
い
て
行
政
・

　
森
林
組
合
・
民
間
事
業
体
が
一

　
体
と
な
っ
て
、
森
林
づ
く
り
検

　
討
会
を
今
年
度
か
ら
実
施
し
て

　
お
り
、
次
年
度
に
は
、
組
織
化

　
を
目
指
し
て
、
団
地
化
・
間
伐

　
推
進
や
木
材
安
定
供
給
体
制
の

　
構
築
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

2
一
団
地
５
ヵ
年
で
完
了
と
な
っ

　
て
お
り
、
ご
指
摘
の
団
地
化
の

　
推
進
は
、
広
範
囲
に
わ
た
る
た

　
め
、
事
業
計
画
年
次
ま
で
の
完

　
了
が
、
困
難
と
考
え
ま
す
。
 

　
現
在
根
尾
南
団
地
を
初
め
森
林

　
組
合
・
民
間
事
業
体
で
、
今
年

　
度
４
団
地
の
協
定
締
結
を
予
定

　
し
て
い
ま
す
。

  

一
　
般
　
質
　
問 

食
育
・
食
農
は

　
子
ど
も
の
時
期
に
適
切
な
食
育

指
導
を
行
い
、
正
し
い
食
習
慣
を

身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
、
学
校

教
育
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
。
ま
た
学
校
給
食
に
お
い
て
、

地
場
産
物
利
用
は
、
ど
の
程
度
さ

れ
て
い
ま
す
か
。 

食
育
を
柱
に
、
健
全
育
成
に

努
め
ま
す

高
橋
・
教
育
長

　
自
ら
判
断
し
食
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
く｢

食
の
自
己
管
理
能
力｣

や｢

望
ま
し
い
食
習
慣｣

を
身
に
付

け
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
健
康
・
安
全
を
第
一
に
考

え
て
給
食
を
提
供
し
、
地
元
の
食

材
を
使
用
し
、
地
元
に
ゆ
か
り
の

献
立
を
用
意
し
、
地
産
地
消
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
食
材

と
し
て
米
飯
の
ほ
か
に
柿
や
梨
は

地
元
の
食
材
を
１
０
０
％
使
っ
て

い
ま
す
。
地
元
の
食
材
を
使
う
こ

と
は
、
経
費
は
多
少
か
か
り
ま
す

が
何
よ
り
も
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
に
食
べ
さ
せ
た
い
と
い
う
生
産

者
の
願
い
か
ら
、
よ
り
安
全
な
食

材
が
提
供
さ
れ
、
郷
土
料
理
を
献

立
に
入
れ
、
ふ
る
さ
と
本
巣
市
を

大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
い
ま
す
。 

｢

食
と
農
の
関
係｣

は

　
地
場
産
品
の
活
用
は
、
食
の
安

全
・
環
境
保
全
に
対
す
る
農
業
者

の
意
識
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
推
進
は 

生
産
性
と
環
境
の
調
和
を

図
っ
た
農
業
生
産

服
部
・
産
業
建
設
部
長

　
農
産
物
に
対
す
る
消
費
者
ニ
ー

ズ
は｢

安
心
・
安
全
・
健
康｣

志
向

が
高
ま
っ
て
お
り
、
環
境
へ
の
負

荷
に
配
慮
し
た
栽
培
方
法
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
有
機
農
業
は
、
農
業
者
に
大
き

な
負
担
が
か
か
り
大
変
難
し
い
の

で
す
が
ク
リ
ー
ン
農
業
の
推
進
と

併
せ
、
農
薬
安
全
使
用
に
つ
い
て

の
啓
蒙
に
努
め
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 



一 　 　 般 　 　 会 　 　 計  

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計  

簡 易 水 道 特 別 会 計  

農 業 集 落 排 水 特 別 会 計  

公 共 下 水 道 特 別 会 計  

水 道 事 業 会 計  

　 　 ・収 益 的 事 業 　 　  

　 　 ・資 本 的 事 業 　 　  

予 　 算 　 総 　 額  

 

145億円 

32億2800万円 

33億円 

3億8600万円 

12億8000万円 

4億3800万円 

 

3億4800万円 

　　5億9100万円 

240億7100万円 

 

△30億6000万円 

1億5000万円 

3000万円 

8600万円 

△5億3200万円 

△2億5600万円 

 

1500万円 

5600万円 

△35億1100万円 

 

△17.4％ 

4.9％ 

0.9％ 

28.7％ 

△29.4％ 

△36.9％ 

 

4.5％ 

10.5％ 

△12.7％ 

 

会 　 　 計 　 　 名  平成1 8年度予算  増 　 減 　 額  増 減 率  

◎ 教育委員会委員の任命（全員賛成） 

　　　新委員　富田たつ子さん（本巣市文殊） 

◎ 国民保護協議会条例（賛成１９、反対１）　　　 

◎ 長期継続契約を締結することができる契約を定める条例（全員賛成） 

◎ 行政組織改正に伴う関係条例の整理に関する条例（全員賛成） 

◎ 職員の給与に関する条例の一部改正（賛成１９、反対１）　 

◎ 非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正（全員賛成） 

◎ 消防団員の設置等に関する条例の一部改正（全員賛成） 

◎ 消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正（全員賛成） 

◎ 自主運行バス条例の一部改正（全員賛成） 

◎ 国民健康保険診療所条例の一部改正（全員賛成） 

◎ 福祉医療助成に関する条例の一部改正（全員賛成） 

◎ 福祉施設の管理及び事業を指定管理者に行わせる条例等（5件） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の一部改正（全員賛成） 

◎ 長寿者褒賞条例の一部改正（賛成１９、反対１） 

◎ 第1次総合計画基本構想（全員賛成） 
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億7100万円に決まる 
◎　特別会計・企業会計は・・・・・・・・・・・・・・・（全員賛成） 

議会だより 2006年5月1日発行　第10号 本 巣 市 
●18年度予算決まる● 
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18年度予算は総額240
◎一般会計予算・・・・・・・・・・・・・・・145億円（賛成１９、反対１） 

主な内容 

議会だより 2006年5月1日発行　第10号 本 巣 市 
●18年度予算決まる● 

H19年の本格実施に向けた試行に伴う経費 

○ 電子入札試行運用経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 99万5千円 

国の負担率の改正に伴う増額分　（8382万2千円） 

○ 児童手当扶助費 2億6969万5千円 

体外受精又は顕微授精による不妊治療を受けている夫婦に対し一部助成
（一会計年度につき10万円、通算3会計年度まで） 

○ 特定不妊治療費助成事業 50万円 

○ 林道整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1億3646万3千円 

モレラ岐阜の施設内に「本巣市の観光案内所」を設置、情報発信の拠点とする 

○ 観光案内所設置事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 866万5千円 

実施年度　H16～H19のうち今年度分　 

市民スポーツプラザの施設として整備 

○ 西部連絡道路整備事業 8億6524万5千円 

○ 道路新設改良事業 2億152万1千円 

○ 防災行政無線整備事業 7億2667万3千円 

○ 糸貫川多目的広場整備事業 1億8852万円 

 
統合施設としての実施設計委託業務等 

○ 学校給食センター建設事業 2535万円 

誰もが気軽にスポーツができる環境を提供するためのスポーツクラブ設立補助金等 

○ 総合型地域スポーツクラブ設立事業 605万円 

共通の制度の下で一元的に提供するための「障害者自立支援法」による支援事業 

（主な事業）訪問入浴事業・通所介護事業・居宅介護給付事業・市町村地域生活支援事業 

　　　　　補装具給付事業・介護給付事業・訓練等給付事業・日常生活用具給付事業・ 

　　　　　更生医療給付事業・障害福祉サービス事業 

 

○ 障害者自立支援事業 1億959万6千円 

＊H１７年補正予算は　p13に掲載です。 



10

委員会活動 

常任委員会 
総務企画 
常任委員会 
（3月14日） 

総務企画 審議付託議案 

審査議案　 

５．職員の給与に関する条例の一部を改正する条例　 

６．非常勤の特別職職員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例　 

７．消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例　　 

８．消防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例 

９.自主運行バス条例の一部を改正する条例　 

１０．部設置条例の一部を改正する条例　 

 

　広報に公表されたアンケートに、市民の意見が反映した部分があったら説明してほしい。 

　特にありませんが、審議会などへの女性登用、公募委員登用、地域座談会の充実、市民意見箱の設置、

　地区公民館活動支援の中で、市民の意見を吸い上げ充実していきたい。 

　 

　コンビニ収納システム開発料が計上してあるが内容は。 

　市内18箇所で軽自動車税の収納を試行的に予定。 

　県市町村職員研修センター海外研修の内容は。 

　自治大学1名、海外研修（ヨーロッパ）1名予定している。　 

　地域情報化調査委託料の中のアンケート調査は十分研究して実施してほしい。 

　よく研究して実施したい。アンケート内容は、インターネット、テレビ受信状況等現状を把握するもの。 

1．第1次総合計画基本構想 

2．18年度一般会計予算 

 
１.行政改革項目　消防、公共交通機関、光フアイバー 

　以上3項目について今後委員会で検討する。 
 

議会だより 2006年5月1日発行　第10号 本 巣 市 
●委員会活動● 

 

１．国民保護協議会条例　 

２．国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部条例　 

３．長期継続契約を締結することが出来る契約を定める条例　 

４．行政組織改正に伴う関係条例の整備に関する条例 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

 

消防図上訓練 

その他 
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常任委員会 
文教福祉 
常任委員会 
（3月15日） 

文教福祉 審議付託議案 

　給食センター統合の考え方。場所はどこか。民営化は。 

　本巣・糸貫･真正地域の統合を考えている。また場所は決まっていない。 

　民営化は職員15名いるため、当面は市の運営で行う。 

　敬老会の茶菓子等は、無しとなっているが市だけで決めたのか。 

　敬老会については今後よく検討していく。 

　モレラ岐阜関係で働くお母さんのために延長保育等の対応は。 

　モレラ岐阜に子育て支援について対応していただくよう話し合う。 

　火葬場の建設計画は、また検討委員会の設置はどうか。 

　総合計画で、5年の中にはないが１０年計画中で考えている。 

　留守家庭教室の現状は。 

　ニーズが増えている。部屋を増やせないので職員の増で対応する。 

　教育講師の報酬増は。 

　学習支援、生活支援による４名増によるもの。 

1.第1次総合計画基本構想　 
2.18年度一般会計予算 
 

 
　１.行政改革項目　留守家庭保育、保健センター、給食センター　 

　　以上3項目について今後委員会で検討する。 

　２.「進行性化骨筋炎の難病指定を求める意見書」……発案することに決定 

 

審査議案　 

議会だより 2006年5月1日発行　第10号 本 巣 市 
●委員会活動● 

本巣中学校新校舎 

１.教育センター･子どもセンター条例の一部改正(子ども大切課に移行)　 

 

２.国民健康保険条例の一部改正（被用者保険等保険者を代表する委員一人加える） 

 

３.国民健康保険診療所条例の一部改正（入院は一時休止とし診療時間の変更） 

　訪問看護はどうなるのか。 

　訪問看護が出来るよう対応を考えて行きたい。 

４.福祉医療費助成に関する条例の一部改正(８歳を12歳に改める) 

５.小規模授産所・老人福祉センター・糸貫高齢者生きがいセンター・デイサービス・在宅介護支援 

　センター・根尾生活支援ハウス条例の一部改正（指定管理者等） 

６.介護保険居宅サービス事業及び居宅介護支援事業条例の一部改正（入浴サービスの変更） 

７.ねたきり老人等介護者慰労金支給条例の一部改正（２号被保険者の介護者に支給） 

８.長寿者褒章条例の一部改正（88歳と100歳の祝い金は10年以上在住） 

 

全員賛成 

 

全員賛成 

 全員賛成 

 

全員賛成 

 

全員賛成 

 全員賛成 

 全員賛成 

 賛成多数 

 

その他 
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委員会活動 

常任委員会
産業建設
常任委員会
（3月16日） 

産業建設 審議付託議案 

審査議案　 

 

　側溝清掃費は昨年度より減となっているが…。

　清掃費と除草費の予算項目を分けて予算化のためであり、全体としては前年度と同じ額である。

　柿の里の見直しについて。

　陶芸教室、炭焼体験、アユのつかみどり体験は中止。植物の撤去、柿の管理も委託、遊歩道等を

　見直し、経費節減に努力した。

　柿の里の電気料金が多くぬくもりの里の電気料金が少ないが。

　電気料金についても昨年と同額である。

議会だより 2006年5月1日発行　第10号 本 巣 市 
●委員会活動● 

 

１.行政財産の目的外使用に係る使用料徴収条例の一部改正 

２.市営駐車場条例の一部改正 

３.簡易水道特別会計予算 

４.農業集落排水特別会計予算 

５.公共下水道特別会計予算 

６.水道事業会計予算 

 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

 

1.第1次総合計画基本構想　 

2.18年度一般会計予算　 

 

曽井中島地内 西部連絡道路 

１.行政改革項目　うすずみ温泉の活性化、主要幹線道路の整備促進及び管理

　以上2項目について今後委員会で検討する。
2.南部ふれあい会館建築予定地、西部連絡道路、曽井中島地内踏切改良の現地視察

その他 
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議会だより 2006年5月1日発行　第10号 本 巣 市 
●H17年度補正予算決まる● 

H17年度補正予算決まる 
◎　一般会計補正予算・・・△6億３９３４万７千円（全員賛成） 

 
主な内容 

・今年度の防災行政無線整備事業費の減に伴う県補助金 
・商業施設周辺整備事業における負担金の減額 

◎ 歳　　入 

◎ 歳　　出 

△7217万7千円 
△4億2807万5千円 

△220万円 
約　△5480万円 

△4億2807万5千円 

議会費　・新規議員の期間率減に伴う「期末手当」の減 
総務費　・事業完了、及び入札による事業費減額 
土木費　・モレラ周辺整備事業入札差金等の不用額 

◎ その他の補正予算（全員賛成） 

国民健康保険特別会計 
　　 　　　　　　　 
老人保健医療特別会計 
簡易水道特別会計 
農業集落排水特別会計 
公共下水道特別会計 
水道事業会計 

1億5447万  1千円 
12万　　円 

△6296万 2千円 
△380万 4千円 
2217万　　円 

△2960万 2千円 
△400万　　 円 
1156万　　円 

 
 
 
 

 

事業勘定 
施設勘定 
 
 
 
 
収益的勘定 
資本的勘定（収入） 

美濃もとす太鼓ジュニアチーム 根尾板所彼岸桜 



政務調査費の制度と当市の運用と現況ついて調

査研修をしました。

有料広告掲載事業として、市発行の「市制ニュース」

「市ホームページ」に広告を掲載し財源確保の現

状を視察しました。

1

2

　全国的に注目された産廃問題、県と住民の間に

公害訴訟問題が合意され現在は産廃処理中。経

過と対策について研修をしました。

幼稚園・保育所を統合してセンターを設置H17

年度総合モデル事業の指定を受けている。

　本巣市は地域により異なり、幼保一元化は検討

課題です。

14

議員研修を行いました

議会だより 2006年5月1日発行　第10号 本 巣 市 
●議員研修● 

テーマ 政務調査費 幼保一元化など
H18年2月22日～23日

兵庫県西宮市役所 

香川県土庄町　豊島産廃不法投棄現場 

香川県高松市　はらこどもセンター 



日　時 場　　　所 内　　　容 日　時 場　　　所 内　　　容 
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議会だより 2006年5月1日発行　第10号 本 巣 市 
●議会議員活動日誌● 

　２月１日〔水〕 

　２日〔木〕 

　３日〔金〕 

 

 

　４日〔土〕 

　６日〔月〕 

８日〔水〕 

９日〔木〕 

１０日〔金〕 

 

１４日〔火〕 

 

１５日〔水〕 

１６日〔木〕 

 

１７日〔金〕 

　２０日〔月〕 

２１日〔火〕 

　２２日〔水〕 

２３日〔木〕 

２４日〔金〕 

２７日〔月〕 

２８日〔火〕 

　３月２日〔木〕 

３日〔金〕 

 

５日（日） 

７日〔火〕 

 

 

　８日〔水〕 

１０日〔金〕 

 

１１日〔土〕 

 

　 

 

もとす広域連合本庁舎 

糸貫ぬくもりの里 

羽島市フォロ・ロマーノ 

 

 

岐阜グランドホテル 

糸貫分庁舎 

東京全国都市会館 

真正分庁舎 

 

 

 

西濃環境整備組合 

 

 

 

 

 

本巣消防事務組合消防本部 

兵庫県西宮市 

香川県土庄町、高松市 

兵庫県淡路市 

 

 

 

岐阜護国神社 

本巣公民館 

上保地区　船来山 

 

 

 

 

市内４中学校 

 

真正体育センター 

 

 

 

もとす広域連合議会全員協議会 

岐阜地域振興局と議員との懇談会 

第２５５回岐阜県市議会議長会 

もとす広域連合議会運営委員会 

第7回本巣市計画審議会 

松田岩夫先生の国務大臣就任を祝う会 

本巣市下水道事業推進審議会 

市議会議員共済会第９１回代議員会 

同和事業促進審議会 

第１回本巣市国民健康保険運営協議会 

議会運営委員会 

第１回もとす広域連合議会定例会　１日目 

西濃環境整備組合議会定例会 

もとす広域連合総務介護常任委員会 

もとす広域連合療育医療衛生常任委員会 

もとす広域連合老人福祉常任委員会 

第１回もとす広域連合議会定例会　最終日 

議会全員協議会 

本巣消防事務組合議会 

議員視察研修 

議員視察研修 

議員視察研修 

議会運営委員会 

第３回本巣市土地開発公社理事会 

議会全員協議会 

本巣市遺族連合会戦没者慰霊祭 

第９回早春淡墨桜浪漫ウォーク第２回実行委員会 

本巣消防林野火災訓練 

議会全員協議会 

定例会　１日目 

議会運営委員会 

議会全員協議会 

中学校卒業式（真正、糸貫、本巣、根尾） 

議会運営委員会 

本巣市スポーツ少年団合同卒入団式 

 

　　３月１３日〔月〕 

 

１４日〔火〕 

１５日〔水〕 

１６日〔木〕 

 

１７日〔金〕 

　１８日〔土〕 

１９日〔日〕 

 

　２０日〔月〕 

２２日〔水〕 

　２３日〔木〕 

 

 

２４日〔金〕 

２６日〔日〕 

２７日〔月〕 

 

 

　２９日〔水〕 

　３０日〔木〕 

　４月１日〔土〕 

３日〔月〕 

１１日〔火〕 

１２日〔水〕 

　１４日〔金〕 

　１８日〔火〕 

１９日〔水〕 

２０日〔木〕 

24日〔月〕 

２５日〔火〕 

 

 

 

 

 

 

真正分庁舎 

糸貫分庁舎 

真正分庁舎 

 

 

糸貫ぬくもりの里 

福井県越前市 

 

市内３幼稚園 

市内８小学校 

 

 

 

本巣体育センター 

市内５保育園 

大垣市スイトピアセンター文化会館 

 

 

岐阜市役所 

糸貫商工会 

本巣中学校 

糸貫分庁舎 

淡墨公園 

根尾分庁舎 

ホテルセンチュリー静岡 

根尾分庁舎 

 

糸貫ぬくもりの里 

 

木曽三川公園治水神社 

 

 

 

 

 

定例会　２日目 

議会全員協議会 

総務企画委員会 

文教福祉委員会 

産業建設委員会 

学校給食センター運営委員会 

定例会　３日目　一般質問 

第９回早春淡墨桜浪漫ウォーク　出発式等 

糸貫ことぶき大学閉講式 

越前市誕生記念式典 

定例会　４日目　一般質問 

幼稚園卒園式（真正、糸貫東、糸貫西） 

小学校卒業式（弾正、真桑、土貴野、一 

色、席田、本巣、外山、根尾） 

議会運営委員会 

定例会　最終日 

本巣市消防団入退団式 

保育園卒園式（本巣、本巣西、神海、弾正、真桑） 

大垣市合併記念式典 

第４回本巣市土地開発公社理事会 

山県市議会運営委員会　来庁 

第１回岐阜地域肢体不自由児母子通園施設組合 

本巣市商工会設立セレモニー 

本巣中学校校舎等竣工式 

本巣市花とほたる祭り実行委員会 

うすずみレセプション 

越前市議会視察 

第８９回東海市議会議長会定期総会 

日立市議会視察 

樽見鉄道「モレラ岐阜」駅開業式典 

糸貫ことぶき大学　開講式 

行政改革特別委員会 

岐阜県薩摩義士　顕彰会 

 

議会議員活動日誌 



会員を募っています 
現在、正会員３４人、 利用会員４２人、 

協力会員約１５０人です。 

もっと多くの市民のみなさんのご協力を！ 

（入会金１０００円、年会費１０００円） 

 連絡先　森本千世子 

TEL：09058787780 

　 

議会だより 2006年5月1日発行　第10号 本 巣 市 
●市民の活動広場● 
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ＮＰＯ法人もとす移送サービス　わかば 

わかばのモチ～フ
〔３台の車いす、さわやかにそよぐ風。 
優しい手、レッドの赤は生命力・秘めたる可
能性〕を表現 

Ｈ１７年４月  １日　NPO設立 
　　　７月１４日　NPO法人化 
Ｈ１８年３月２７日　有償運送許可 
 

成り立ちと 
活動 

＊ 念願の移送サービスが地域の中でできたことが
嬉しいです。いま、たくさんの方たちに関わって
もらっています。 
病院の外来のとき利用しています。家族の負担
が少しは軽くなるといいですね。安心して乗せ
てもらっています。 
 

＊ 

☆ わかばを利用しておられる方々の声 
 

正会員さん募集！ 
運転してくださる
ドライバ～さん
ご支援ください。

主な活動は、障害者（児）の 
通院・通学・通所 
 など外出のサポート 
 


